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	薬剤師より注射剤に関する基礎知識について、 業務担当副看護部長より静脈注射に関する法的解釈や 看護業務の法的位置づけについて講義がありました。 また、特定行為修了者からPICCの管理について 動画での講義がありました。 看護職キャリア支援教育担当副看護師長の講義では、 静脈注射の基礎知識と手技について学びました。
	講義・演習から学んだこと ・静脈注射は薬剤の効果発現が早い一方、身体への影響が大きいため、７Ｒ確認やダブルチェック  を徹底することが大切だと感じました。 ・静脈注射による合併症や副作用を理解し、投与後も適切な観察と対応を行うことが重要だと  学びました。

